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Abstract To evaluate the importance of Oikopleura as prey for flatfish larvae, We investigated

species composition of appendicularians in the diets offlatheadflounder Hippoglossoides dubius

and stoneflOunder Platichthys bicoloratus larvae in Funka Bay in winter and spring (January-

May) from 2006 to 2010. 0ikopleura dioica and 0. longicauda were abundant in the bay in

January, and 0. labradoriensis increased its population density in February and March. Prefle-

xion,flexion, and small post flexion larvae offlatheadflOunder fed mainly on invertebrate eggs

and copepod nauplii, and large post flexion larvae fed on Oikopleura. StoneflOunder larvae fed

mainly on Oikopleura through their larval stages, especially in the large larvae. Based on

comparison of the inletfilter｣ike structure in house rudiments of Oikopleura in theflathsh guts,

We could identify to species level with a house-rudiment length greater than 550〃m. The flatfish

larvae fed heavily on 0. labradoriensis. This species can feed on smaller organisms, has a longer

life span than other Oikopleura and may have an important role as a trophic shunt from primary

producers to the larvae.

Key words: diet, house rudiment,flatfish, food web, Oikopleura labradoriensiS

は　じめに

仔魚期の不十分な摂餌や栄養価の低い餌の捕食は死亡率

の増加を招く原因の一つである.仔魚はかいあし類ノー

プリウス幼生やコペポダイト,ワムシ類,有鐘繊毛虫類

一般に海産魚類は卵･仔魚･稚魚期の死亡率が高く,　　などを捕食するが(田中1980,池脇･津田1991),ウナ
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ギ亜目の仔魚(Mochioka & Iwamizu 1996)や多くの異

体類仔魚は尾虫類も高い割合で捕食する.特に異体類仔

魚については, plaice Pleuronectes platessa Linnaeus

および　flOunder Platichthys jlesus Linnaeus (Last

1978),タマガンゾウビラメ　Pseudorhombus pentoph-

thalmusGtinther (南1981,桑原･鈴木1983),メイタ

ガレイPleuronichthys cornutus (Temminck et Schle-

gel) (南1982a,桑原･鈴木1983),ヒラメParalichthys

oliuaceus (Temminck et Schlegel) (桑原･鈴木1982,

南1982b,長谷川ほか2003), English sole ParoPhrys

i)etulus Girard (Gadomski & Boehlert 1984),イシガレ

イ　Platichthys bicoloratus Gtlnther (南1984, Taka-

tsu et al. 2007),アカガレイHippoglossoides dubius

Schmidt (宮本ほか1993),ソウ-チCleisthenespine-

わγ〟∽ (Schmidt) (Hiraoka et al. 2005)などによる尾虫

類の捕食報告がある.

尾虫類は自身が分泌する包巣を摂餌フィルターとして

用い,かいあし類など他の捕食者が直接捕食できないほ

ど小型のナノプランクトンやピコプランクトンを効率よ

く慮過摂餌できる(Alldredge 1976, Deibel 1998).また

尾虫類は特に沿岸域や内湾において海産プランクトンの

中でかいあし類に次いで生物量が多い(Paffenh6fer

1973).このため尾虫類はナノ･ピコプランクトンと魚

類を仲立ちし,微生物ループ(Azametal. 1983)におい

てエネルギー転送の短絡経路となる重要な役割を担って

いるものと考えられている(Gadomski & Boehlert

1984, Gorsky & Fenaux 1998).従って,仔魚が捕食し

た尾虫類の種同定を正確に行うことは,海洋生態系にお

ける物質循環の実態を解明する上で,また海産魚類の資

源量変動機構を解明する上でも重要である.さらに,負

類の消化管内容物の正確な同定は,餌選択機構の解明に

もっながる基礎的資料を提供することになる.しかし,

仔魚の消化管内の尾虫類については,同定に必要な尾部

がほとんど発見されないため(Takatsu etal. 2007),こ

れまでに正確な種判別は成功しているとは言い難い.

北海道噴火湾は一年のうちで暖流系水と亜寒帯系水が

交互に流入し(大谷1985),生物生産の高い水域として

知られている(Maita& Yanada 1978).湾内に生息する

底生魚類の生物量はアカガレイが最も高いが(横山はか

1991),沿岸部にはイシガレイも豊富に生息し,両種は

重要な漁業資源として利用されている.しかし,これら

の異体類の仔魚が捕食する尾虫類の種組成は,他の海域

と同様に不明である.そこで本研究は,噴火湾における

アカガレイとイシガレイの仔魚の摂餌生態を明らかにす

るために,まず尾虫類の躯幹に付随する包巣原基の形態

や微細構造,サイズから種判別法を検討する.次にこの

種判別法を両種仔魚の消化管内容物に適用することで,

尾虫類に対する種特異的な餌選択が生じているか否かを

明らかにし,生態系における尾虫類の重要性の解明や,

異体類の資源量変動機構の解明に役立てようとするもの

である.

材料と方法

野外採集

調査は,北海道大学水産学部附属練習船うしお丸

(179ト　ン)を用いて, 2006-2010年の1-4月と

2009年5月に噴火湾に設定した23地点(Fig. 1)にお

Fig. 1･ Location Of Funka Bay (A) and sampling stations in Funka Bay and Its Vicinity with isobaths (B). Open

circles, triangles and squares show the stations with larval samplings taken by horizontal hauls with a ring net, MTD

nets and a frame trawl net, respectively, Solid clrCles show the stations wlth larval samplings taken by vertical haul

with a ring net. Appendicularian and prey plankton samplings were carried out with a NORPAC net and a van-Dorn

bottle at the MTD net stations (open triangles).
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いて毎月1-2回,昼間に限定して行った.

仔魚標本は,口径80cmのプランクトンネット(目

合: 0.33mm)による水平曳き(曳網速度: 1.Oms~1)

と海底直上から海面までの鉛直曳き(1.Oms~1)で採葉

した.水平曳きの曳網層は, 2006年には水深30,60,90

mの3層, 2007-2008年には水深20,30,40mの3

層でそれぞれ5分間ずっ連続して合計15分間曳網し

た. 2009年1-4月にはアカガレイ仔魚が最も多く採集

される15m層を10分間, 2010年1-4月にはより発

育の進んだ仔魚の採集を目的として15m層の他に30

m層でも10分間曳網した.仔魚の採集には口径56cm

のMTDネット(Eg合:0.35mm)の10分間水平同時曳

網(1.Oms-1)も実施した.曳網層は水深1,15,30,45m

層であり, 2007年には60,75m層を, 2009年4月に

は60m層を追加した. 2009年5月には,高さ2m,幅

2mのフレームトロール(コッドエンドの目合.I 0.33

mm)の40m層20分間水平曳きでも仔魚の採集を試

みた.

仔魚の餌生物と考えられるかいあし類ノープリウスや

コペポダイト,二枚貝幼生,尾虫類は2008-2010年の

1-3月に,アカガレイ仔魚の主生息域と考えられてい

る噴火湾内南部(宮本ほか1993)の5地点(Fig.1)の水

深15mで6L型バンドン採水器を用いて採水し,目合

40mm　の-ンドネットで滅過して採集した.また同5

地点では尾虫類の種組成の径時変化を明らかにするため

に,口径45cmのNORPACネット(目合: 0.10mm)

の鉛直曳き(1.Oms~1)によって尾虫類を採集した.仔

魚標本は硬組織の脱灰を防ぐために90%ェクノール溶

液中に保存し,尾虫類を含む動物プランクトン標本は

5%中性フォルマリン溶液で固定･保存した.

水温･塩分は,全調査地点においてCTD (Seabird

Electronics In°., SBE119plus)を用いて,海面から海

底直上まで測定した.噴火湾では秋季に流入した高温高

塩分の津軽暖流水が冬季の鉛直混合によって低温化し,

｢冬季噴火湾水(水温≦6℃かつ塩分≧33.8)｣に変質す

る. 2月上旬頃にはその冬季噴火湾水の上層に, ｢沿岸親

潮(水温≦3℃かつ塩分≦33.3)｣が流入する(大谷

1985).この水塊の流入時期は年により変化するため,

本研究ではNORPACネット採集を行った地点の半数以

上の地点で15m　層における塩分が≦33.3に低下した

時期を,沿岸親潮の流入時期と判定した.

室内観察

実験室では,プランクトンネット標本からアカガレイ

とイシガレイの仔魚を実体顕微鏡下で,南(1988)に

A Larvae of two flatRshes C o d,0,ca

B o/hop/eu,a spp

House rudlment

Mouth

D o /ong,cauda E o /ab,adonensIS F a fTuslf0,m,S

Fig.2. Size measurements for larvae of two　flat-

fishes (A), house rudiments of olkopleurids (B) by

lateral view (left) and dorsal view (right), and house

rudiment shapes attached with trunks of a dioica (C),

0. longicauda (D), 0. labradoriensLS (E), and 0. fusi-

formLS (F). NL: notochord length; SIJ: Standard length;

MW: mouth width; Hrw; house rudiment Width; Hrl:

house rudiment length: Hrd: house rudiment depth:

Tw'trunk width; Tl: trunk length: Td: trunk depth.

従って同定し,南(1984)の発育段階に基づいて卵黄の

う仔魚(A-B期),脊索屈曲前(C-D期),屈曲中(E-F

期),屈曲後(G期)に区分した.さらに屈曲前仔魚は将

来の下尾骨となる原基が未だ認められないC期と原基

が認められるD期に区分した. F期までの仔魚の脊索長

(notochord length; NL,)またはG期仔魚の標準体長

(standard length; SL)を電子ノギスまたは実体顕微鏡

の接眼マイクロメータを用いて　0.1mm　単位で,口幅

(mouth width;MW)を0.01 mm単位で測定した(Fig.

2A).なお,本研究でいう仔魚の体長(body length;BL)

とは,脊索長と標準体長の総称である.また,アカガレ

イとイシガレイ以外の異体類仔魚としてはアサバガレイ

LePidopsetta mochigareiの仔魚が数個体採集されたが,

個体数が少なかったため,本研究では扱わなかった.

アカガレイ仔魚は2006-2010年に,イシガレイ仔魚

は2009-2010年に採集された標本について,能動的な

摂餌が開始されると考えられるC期以降の消化管内容

物の解析を行った(Table 1).なお, 2006-2007年には

イシガレイ仔魚はほとんど採集されず, 2008年につい

てはすでに別の目的の研究で使用されているため,本研

究では用いることはできなかった.尾虫類の捕食を確認

するために,実体顕微鏡下で解剖針を用いて仔魚の消化
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Table 1. Sample llSt Of RatBsh larvae for dietary analysis in Funka Bay. Numerals show numbers of larvae examined.

Flathead 80under Stone Rounder

Date preflexion Flexion Post flexion Preflexion Flexion Post flexion

(stages CID)　(stages E-F)　(stage G)　(stages C-D)　(stages E-F)　(stage G)

15-16 Feb, 2006　　　　　　　　　2

14-16 Mar.　　　　　　　　　　13

22-23 Apr.　　　　　　　　　3

27 Feb∴l Mar. 2007

16-17 Mar.

5-6 Mar. 2008

19 Mar.

15-16 Apr.

17 Jam. 2009

26-27 Jam.

10-ll Feb.

24-25 Feb.

12 Mar.

19-20 APT.

12 May

8 Jam. 2010

4 Feb.

27-28 Feb.

23-24 Mar.

22-23 Apr.

管を取り外し,スライドグラス上の水滴中で切開して内

容物を摘出後,メチレンブルー溶液を数滴加えて染色し

(Takatsu et al. 2007;濃度2%),尾虫類以外の餌生物

は生物顕微鏡下で可能な限り下位の分類群まで同定･計

数した.なお珪藻類円心目タラシオシーラ科(Thalas-

siosiraceae)は複数の細胞が連鎖状の群体を形成する

が,コスキノディスカス科(Coscinodiscaceae)は細胞が

単体性で連鎖群体はつくらない(高野1997).今回の消

化管内容物観察では同定可能であった珪藻類はすべてコ

スキノディスカス科のみであったため細胞数を計数し

た.また,一般に餌を丸呑みする捕食者の口器の大きさ

に対して,餌生物を3次元方向に計測した体部位のうち

2番目に長い長さが摂餌を制限するので(Pearre 1980),

消化管内から出現した餌生物の2番目の長さについて

接眼マイクロメータを用いて1mm単位で計測した.潤

化管内に出現した尾虫類OikoPleuraの包巣原基の観察

には, inletfilterの観察を容易にするために,メチレン

ブルー溶液の他にトルイジンブルー溶液も滴下し

(Flood 1991;濃度1%),染色を行った.尾虫類は,坐

物顕微鏡下200倍で接眼マイクロメータを用いて包巣

原基長(House rudiment length; Hrl),高さ(House ru-

diment depth･, Hrd),脂(House rudiment width; Hrw)

を2.5〟m単位で計測した(Fig. 2B).包巣原基のinlet

fi1terは400倍で撮影し,同倍率で撮影した対物マイク

ロメ-夕との比較(0.25FLm単位),あるいは直接接眼マ

イクロメータによる計測(1.25FLm単位)によって網目

サイズを測定した.

バンドン採水で採集された動物プランクトン標本は,

採集個体数の多寡に応じて適宜分割したうえでメチレン

ブルーにより染色し,仔魚の餌生物と考えられるかいあ

し類ノープリウスとコペポダイト,二枚貝幼生,尾虫類

OikopleuraとFritillariaについて,ノープリウスは生

物顕微鏡下で,それ以外は実体顕微鏡下で計数した.な

お,無脊椎動物の卵は,同時に採集されたかいあし頬抱

卵個体から離脱した卵と十分には区別できなかったた

め,計数しなかった. NORPACネットによって採集さ

れた動物プランクトン標本も,採集個体数の多寡に応じ

て適宜分割した上でメチレンブルーにより染色し,実体

顕微鏡下で尾虫類を志賀(1997)に従って同定･計数･

測定した.さらにOikol)leuraはトルイジンブルーで染

色し,包巣原基の微細構造を生物顕微鏡下で観察し, in-

let Blterの綱目サイズを測定した.

数値解析

仔魚の消化管内の餌生物の数量割合の比較のために,

餌の種類ごとに出現頻度(解析を行った仔魚の全個体数
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に対するその餌生物を摂餌していた仔魚の個体数の割

合二F%),個体数組成(出現した餌生物の総個体数に対

するその餌生物の個体数の割合: N%),体積組成(体積

を推定した総体積に対するその餌生物の体積の割合: Ⅴ

%)を求めた.餌生物の体積は, Nishiyama & Hirano

(1983)およびTakatsu et al. (2007)の換算式を用いて

推定した.尾虫類の尾部は,仔魚の消化管から出現する

ことは稀であり,躯幹部も消化されやすいが,包巣原基

は消化されないため,包巣原基島から身区幹の体積を推定

し,それを尾虫類1個体の体積とした.なお,消化管内

容物のうち2番目に長い部位が測定不可能であった餌

生物については, Takatsuetal. (2007)と本研究で求め

た以下の尾虫類各部位の長さの関係式を用いて復元した

(Fig. 2B).

0. dioica:

Tl-i.03･Hrl+10.2 (n-157, r2-0.85, P<0.001)

Td-0.50･Hrl+20.4 (n-157, r2-0.80, P<0.001)

Tu)-0.47･Hrl+17.6 (n-157, r2-0.83, P<0.001)

0. longicauda:

Tl- 1.04･Hrl (n-77, r2-0.89, P<0.001)

Td-0.53･Hrl+15.6 (n-77, r2-0.81, P<0.001)

Tu)-0.54･Hrl (n-77, r2-0.82, P< 0.001)

0. labyladoriensis:

Tl-1.10･Hrl+21.5 (n-242, r2-0.88, P<0.001)

Td-0.54･Hrl+ 10.4 (n-242, r2-0.78, P<0.001)

Tu)-0.52･Hrl+13.3 (n-242,r2-0.81,P<　0.001)

ここでTlは躯幹長(Elm), Tdは躯幹高(pm), Tu)は躯幹

幅(〟m)である(Fig. 2B).種まで同定できなかったOiko-

pleu71a (unidentihed Oikopleura)の体積は全ての調査期

間を通して最も多く捕食されていた0. labradoriensis

の換算式で代用した.有鐘繊毛虫類については体積換算

式がなく, N%で0-13.0%と小さかったので,体積を

推定しなかった.また珪藻類も微小なものが多く, N%

で33.9%以下であったため,体積を推定しなかった.

NORPACネットの鉛直曳きで採集された尾虫類の密

度は,フロ-メータによって推定した液水率を考慮した

1m2あたりの個体数(刀:inds.mー2)で表した.式は,

D-N･Fc ･ W/(Fa･A)

ここで, Nは採集した尾虫類の個体数, Aは網口面積

(0.159m2),Faはフロ-メータの回転数, Fcは無網試験

によるフローメータ1m曳網あたり回転数(rotation

m~1), Ⅳは曳網ワイヤ繰り出し長(m)である.

結　　　果

環境中のプランクトン組成と包巣原基による尾虫類の種

判別

2008-2010年の1-3月にバンドン採水器で採集さ

れた二枚員幼生,かいあし類ノープリウス,コペポダイ

ト,尾虫類OikopleuraとFritillariaの平均密度をTa-

ble2に示した.かいあし類ノープリウス幼生は10.0-

21.9ind.Lー1,コペポダイトは1.6-6.7ind.Lplの範囲

であったのに較べて, Oikopleuraは0.2-1.4 ind. L~1

の範囲を示し,全調査期間を通して相対的に低密度で

あった.これらの5分類群の合計密度に対するノープリ

ウスの占める割合は平均68.8%,コペポダイトが

Table 2. Mean abundance (in°. L~1) of prey planktorl COllected with a van-Dorn bottle at Bye sampling stations in

Funka Bay. Numerals in parentheses are mean percentage of individuals among five taxa.

BIVALVIA

(larva)

Copepoda Copepoda

(nauplius)　(Copepodite)

OikoP leu ra Fritilla rid T o t a i

23 Jam, 2008

4-5 Feb.

22 Feb.

5-6 Mar.

19 Mar.

17 Jam. 2009

26-27 Jam.

10-ll Feb.

24-25 Feb.

12 Mar,

8 Jam. 2010

4 Feb.

27-28 Feb.

23-24 Mar.

Mean 1.14 ( 5.2)　　15.06 (68.8)　　4.19 (19.2)　　　0.61 (2.8)
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Table 3. Mean abundances (inds. m~2) of appendlCularian species collected wlth a NORPAC net at five sampling

stations in Funka Bay. Hatched characters show mean abundances in Oyashio Coastal Water (≦33.3 in salinity at

15 m depth layer).

Date 0. dioica 0. longicauda 0. labradoriensis 0. fusiformis

23 Jam. 2008

4-5 Feb.

22 Feゎ.

5-6 Mar.

19 Mar.

17 Jan. 2009

26-27 Jam.

10-ll Feb.

24-25 Feb.

12 Mar.

8Jan. 2010

4 Feb.

27-28 Feb.

23ヤ24 Mar.

Unidentified F. borealis Unidentined

Oikopleura f. tyDica Fritiuaria

19.2%　に対して, Oikopleuraは2.8%　と低かった.

2008-2010年の1-3月にNORPACネットで採集さ

れた尾虫類は　Oikopleura dioica Fol, 0. longicauda

(Vogt), 0. labradoriensis Lohmann, 0. fusiformis Fol,

Fritillaria borealis f. typica Lohmann,および同定に必

要な形質が失われていて種まで同定できなかったuni-

dentifled OikoPleuraとunidentified Fritillariaであっ

た(Table 3). OikopleuraとFritillariaは,メチレンブ

ルー染色法(Takatsuetal. 2007)によって包巣原基がそ

れぞれ赤紫色,青紫色に染色されるため,尾部が失われ

ていた標本についても容易に判別できた.

NORPACネット採集地点に沿岸親潮は遅く　とも

2008年には3月中旬, 2010年には2月下旬に流入し

た. 2009年には沿岸親潮の流入は認められなかったが,

2月下旬, 3月中旬ともにプランクトン採集を行った5

地点の15m層の平均塩分はそれぞれ33.42, 33.43であ

り, 2月10-11日以前の≧33.49よりも低下していた.

尾虫類の種組成は沿岸親潮の流入以前から徐々に変化

し, 0. dioicaと0. longicaudaは冬季噴火湾水において

高密度であったが(それぞれ最大12,748 inds. m~2,

9,945inds.m-2)徐々に低下し,沿岸親潮水塊中では0.

labradoriensisが高密度に出現した(7,280- 10,806

inds. m~2). 0. fusiformisの密度は全期間を通して低

かった(最大でも692inds.m~2). F. borealis f. typica

の密度は,沿岸親潮の流入前後で明瞭な変化は示さな

かった(1,629-44,623 ュnds. mー2).

NORPACネットで採集された　Oikopleura　4種の包

巣原基長の範囲は以下のとおりであった.

0. dioica:　　　125.0-800pm, n- 159

0. longicauda:　147.5-918 ′上n, n- 92

0. labradoriensis: 147.5-1,708〃m, n-628

0. fusiformis:　　243-450 pm, n -2.

0. fusiformisは出現しても躯幹に包巣原基が付随して

いることは稀であったため,包巣原基長はほとんどの個

体で計測できなかった.比較的高密度に出現した残り3

種の包巣原基サイズの相対成長をFig.3に示した.包

巣原基長(Hrl‖こ対する高さ(Hrd)と幅(Hru))の関係は

いずれも直線関係を示し,共分散分析(ANCOVA)の結

果,長さ(Hrl)と高さ(Hrd)の間で傾きに有意差が認め

られたが(F-10.66:P<0.001),長さ(Hrl)と幅(Hru))の

問には傾きに有意差がなく(F-1.17:P-0.31),切片に

有意差がみられた(F-19.88: P<0.001).しかし,これ

らの回帰直線の周辺に分布した各データの重複は大き

く,これらの長さの比を用いて種の判別はできなかっ

た.ただし, 0. labradoriensisは他の3種に較べて躯幹

がやや下方に突き出し(Fig. 2C-F),包巣原基の形状も

側面からみて口の周辺でとがっておらず,膨らみかけた

包巣原基でなければ包巣原基の形態のみで判別可能で

あった.

NORPACネット標本内で包巣原基にinletfilterと推

定される構造が観察された個体数の割合は, 3種問で有

意に異なり　k2-292.3, P<0.001), 0. dioicaは80%

(158個体中127個体; Fig.4C), 0. labradoriensisは

84% (591個体中494個体; Fig.4D)であったが, 0.

longicaudaは0% (92個体中0個体)であった.これ

は, 0. longicaudaの包巣はinletfilterを欠くこと(All-

dredge 1997)と符合する. 0. dioicaと0. labradorien-

sisのinletfilterが確認できる個体の割合を包巣原基長

8

　

7

･

4

　

n

U

 

0

 

0

 

C

O

　

8

　

1

　

2

　

5

　

5

　

(

U

 

0

4

　

8

　

4

　

　

　

　

　

　

8

　

1

　

3

　

9

　

4

　

9

　

6

7

　

9

　

4

　

　

　

　

　

　

8

　

1

　

3

　

2

　

5

　

4

　

4

ワ

叫

0

.

ノ

　

　

　

　

　

　

C

J

 

I

 

L

D

.

1

　

　

1

2

　

5

　

5

　

1

　

9

　

8

　

3

　

5

　

3

　

0

　

8

　

0

　

穴

V

　

6

4

　

4

　

6

　

3

　

4

　

3

　

0

　

7

　

2

　

　

　

6

　

4

　

ご

U

　

5

3

　

9

　

9

　

1

　

　

　

1

　

5

　

2

　

2

　

　

　

5

　

4

　

1

⊥

9

　

9

　

1

　

　

　

　

　

　

5

　

7

　

1

　

　

　

　

　

　

1

　

2

1

　

9

　

7

　

1

　

0

　

6

　

C

O

　

6

　

9

　

1

　

9

　

7

　

6

　

5

3

　

6

　

9

　

5

　

Q

O

　

5

　

0

　

4

　

5

　

5

　

1

　

1

　

爪

U

 

n

V

1

　

0

　

8

　

8

　

2

　

6

　

8

　

6

　

2

　

9

　

2

　

2

　

8

　

3

1

　

2

　

4

　

5

　

7

　

1

　

1

⊥

　

2

　

8

　

3

　

　

　

4

　

0

　

9

I

 

i

,

∫

1

　

2

　

0

　

0

　

n

V

　

0

　

0

　

3

　

0

　

0

　

0

　

0

　

3

　

1

5

　

9

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

4

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

2

　

4

2

　

6

9

　

2

　

6

　

n

D

　

4

　

0

　

7

　

6

　

7

　

0

　

4

　

6

　

5

　

2

9

　

0

　

2

　

7

　

3

　

7

　

2

　

4

　

9

　

0

　

8

　

2

　

氏

U

　

4

3

　

0

　

4

　

5

　

3

　

5

　

2

　

　

　

2

　

9

　

4

　

6

　

虫

U

　

4

-

　

⊥

　

　

･

1

　

　

　

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

n

U

　

2

　

1

　

C

O

　

9

　

1

　

6

　

7

　

3

　

9

　

9

　

3

　

<

･

エ

　

只

Y

O

　

8

　

9

　

6

　

7

　

6

　

1

　

8

　

4

　

9

　

2

　

2

　

8

　

6

1
 
3
　
ー
3
　
ー
8
1
-
〟
,
 
2
　
.
 
5
　
ー
7
　
.
 
5
　
.
 
5
月
β
ガ
一
っ
叶

6

　

1

　

9

　

5

　

9

　

3

　

4

　

5

　

6

　

0

　

1

　

4

　

爪

U

　

7

1

　

1

　

　

　

　

　

　

1

　

3

　

1

　

2

　

2

　

　

　

4

　

乏

6

　

7

　

8

　

9

　

7

　

8

　

(

8

　

0

　

8

　

5

　

5

　

4

　

6

　

n

U

2

　

9

　

1

　

9

　

4

　

2

　

5

　

9

　

5

　

3

　

2

　

2

　

7

ト

　

A

V

1

　

2

　

9

　

6

　

4

　

1

　

4

　

8

　

9

　

9

　

5

　

3

　

♪

り

　

1

9

　

2

　

　

1

H

 

L

ノ

　

　

2

　

2

　

1



橋本･前田･大野･鹿野･高津:噴火湾におけるアカカレイおよびイシガレイ仔魚の食性　　　　　　　171

a d/o/ca　　　　　　　　　　　　　700"i 400
0　　　　　　400　　　　　800 1 000 0　　　　　　　400　　　　　800 1.000

0　　　　　800　　　1,600 2.000　　　　0　　　　　800　　　1.600 2,000

Ilouse rudlh7ent /ength (pm)

Fig. 3. Allometric growth between house rudiment

length (Hrl) and depth (Hrd) and width (Hru)) of 0.

dioica (Hrd(FLm)-0.78 ･Hrl(pm卜45.8, n-159, r2-

0.88 and Hru) (FLm)-0.68 ･ Hrl1 24.8, n-159, r2-0.90),

0. longicauda (Hrd-0.76 ･Hrl-34.3, n-92, r2-0.92

and Hrw-0.68 ･Hrl-14.2, n-92, r2-0.90), and 0.

labradoriensis (Hrd-0 65 ･ Hrl+8.23, n-628, r2-0.90

and Hru)-0.72 ･ Hrl18.21, n-628, r2-0.91).

階級ごとにFig.5に示した. 0.dioicaは400pmHrl以

上, 0. labradoriensisは550pm Hrl以上で全個体に観

察されたが,これらより小型の個体では両種ともにその

割合は低下した.これらのinletfilter様の構造の網目サ

イズは光学顕微鏡の400倍の倍率でも微小で計測が困

難な場合が多かったが,計測できた場合には　0. dioica

は網目の縦横比が平均1 :3.0 (n-18; 402.5-712.5〟m

Hrl,長辺: 2.50-6.50pm,短辺: 0.75-2.50pm), 0.

labradoriensisは1 : 5.2を示し(n-22; 705-1,378pm

Hrl,長辺: 1.00-5.75/Jm,短辺: 0.25-1.50〟m),後者

が細長い綱目であった.包巣原基長が大型化するにつれ

て網目サイズも大型化したが,縦横比はほぼ一定であっ

た.

以上の包巣原基の大きさとinlet Blterの有無と綱目

の縦横比をもとに　Oikopleura 3種の判別基準をまとめ

ると,

Hrl≧550FLmで包巣原基にinletfilterがない:

0. longicauda,

Hrl≧400pmで包巣原基のinlet　filterの綱目の縦横

比は1 :5.2程度: .･.･･-------0. labradoriensis,

Hrl≧400FLmで包巣原基のinlet　filterの網目の縦横

比は1:3.0程度: =･-=･･----------･-0. dioica,

なお,後述するように0. dioicaと0. labradoriensisの

包巣原基のinletfilterの細目の縦横比と,包巣のそれら

はほぼ同様であること(Flood&Deibe11998)から,こ

のことは他種でも適用することができよう.従って消化

管内のOikopleura個体包巣原基のinletfilterがほぼ1 :

1であれば0.fusiformisである(Flood & Deibel 1998)

と判断し,以下の仔魚の食性解析を進めた.

アカガレイ･イシガレイ仔魚の食性

アカガレイおよびイシガレイの仔魚の消化管内容物組

成をそれぞれTable4とTable5に示した.アカガレイ

はイシガレイに較べて多数採集されたが,発育初期のア

カガレイ仔魚はほとんど尾虫類を摂餌しないため(宮本

はか1993),本論文では比較的発育の進んだ仔魚に重点

を置いて消化管内容物を観察した.消化管内に全く餌生

物が出現しなかった個体の割合は両種仔魚共に低かった

(アカガレイ: 4.0%,イシガレイ: 2.8%).

脊索屈曲前のC期とD期および屈曲中のE-F期のア

カガレイ仔魚は,かいあし類ノープリウス幼生(それぞ

れF%-50-79;N%-10.5-27.1; Ⅴ%-33.8-45.9)と無

脊椎動物卵(それぞれF%-64-83; N%-32.6-55.8;

Ⅴ%-18.7-41.1)を高い割合で摂餌していた(Table4).

珪藻も比較的高い出現頻度と個体数組成を示した(F%

-30158; N%-12.6-26.4).ワムシ類Trichocerca sp.は

C-D期で比較的高い出現頻度と個体数割合を示したが,

体積割合は低かった(それぞれF%-60,42;N%-17.9,

6.4; Ⅴ%-ll.6, 3.1).尾虫類F. borealis f. typicalはC

期仔魚から1個体, E-F期仔魚から11個体出現し,潤

化管内容物組成は低かった(F%-10, 14, N%-1.1, 7.6,

Ⅴ%-1.4, 2.0). C, D, E-F期仔魚が捕食していたOik0-

pleuraは合計9個体と少なく, 0. labradoriensisを2

個体判別できたが,他の7個体は判別できなかった. 0.

dioica, 0. longicauda, 0. fusiformisは確認できなかっ

た.

アカガレイの脊索屈曲後にあたるG期仔魚4個体の

うち,相対的に小型の14.7-15.OmmSLの仔魚はかい

あし類ノープリウス,コペポダイト(それぞれF%-50,

50; N%-24.0, 12.0; Ⅴ%-28.5, 55.9)と無脊椎動物卵

(F%-50;N%-64.0;Ⅴ%-15.6)を摂餌しており,尾虫

類は捕食していなかった.一方,大型の23.1-25.0mm

SL　の仔魚はOikoPleuraを主に摂餌し(F%-100, N%

-86.5, Ⅴ%-98.2),特に0. labradoriensisが体積割合

の大部分を占めていた(Ⅴ%-67.軌　この2個体は2009
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Fig. 4. Microl)hologrとIPhs or inlet rllter-like struc-

ture in the house rudiments or 0. dt'oica (A and C.

L187FLm IIr[) and 0. I(Jbradorz'071Sis (B and D. 98･l/川1

JJrJ) stairled With tOlLlidille bltle (A alld B: I 200: C

and I): - 400).

00

∩= 12　31 14 19　3　2　1

1 30　22 10　9　3　　o

□ observed

n=11131 55533031 2617　9 144　3　0　3　0　0
17　55　46　70　21 24　21 15 14　6　3　3　3　1　3　1

〟イ(ト仰)

Fig. 5. Numbers or inlet rllter一日ke structures observed

in houserudiments by size class in 0. dz'oica (upper)

and 0. [abrladoriensz'S　日ower).　Numcrals above col-

umns show sample size.

年5月にフレームトロールで採集され,それぞれ17個

体と15個体の尾虫類を摂餌しており,種争捌できた尾

虫類は0. dioicaが3個休, 0. longicaudaがl個体, 0.

labradoriensisが18個体であり,他に種判別できな

Flathead flounder

23　　25　13　　9

0.20　0.30　0.40　0.50

-0.29　-0.39　-0.49　-0.59

23　　25　13　　9

≡
020　0.30　040　0.50

-0.29　-0.39　-0.49　-059

Stone flounder

49　　29　12　　12　　　　　49　　29　12　　12

0.20　030　0.40　0.50　　　　020　030　040　0.50

-0.29　-0.39　-0.49　-0.59　　　-0.29　-0.39 1049　-0.59

Mouth width class (mm)

llo.a/,o'.cado./ongI.CaUda 牝ﾆ�&'&�F�觀�2r�4ﾅV譁FV蹤貿坊D�ﾖｶ���W#s2�

匡lcopepoda(naupl山S) ���uD蘚U%DT%$�DR�vr��ﾄ��'2�

Fig. 6. Numerical tlLlft) and ～,01ume frihrhl) colllPOSi-

ti｡ns of rood itcLmS in digttstive tracts ｡r flathead

Rounder (upperI and stone Flounder (lower) larl'ae by

lllOuth ll,idtll Class. Nunlerals ab()～,e c()lL=11nS Show

numbers of larva(J examined.

か-'たOikoz)leu7laが10個体であった. 0. fusiformis

は確認できなかった.

脊索1両川前のC期およびD期のイシガレイ仔魚は

OikoplelLra (それぞれFQ,o'-57, 93; NO0-17.4, 43.4:

Ⅴ%-46.0, 63.1)とかいあし類ノープリウス幼牛(F%

-68, 72: N%-17.4, 27.1: VOち-28.2, 28.5)を高い割合

で捕食していた(Table　5). C期では二枚貝幼牛(F9,'o'-

59: N9,0'-16.7; VO/0-12.9),無脊椎動物卵(F%-54:

N%-8.4; Ⅴ%-9.8),珪藻(F%-48: N%-17.7). (:持前

繊毛虫頬(F%-34: N%-12.7)の出現頻度が比較的高

かったが,個体数組成ではあまり高くなかった.脊索属

lTl河1のE-F期仔魚ではかいあし頬ノーフりウス幼生の

割合は低く(F%-21, N%-4.5, Ⅴ%-2.1), Oikopleura

が占める割合がC期およびD期よりも高かった(F%-

85, N%-71.0, Ⅴ%-94.8).脊索屈曲後のG期仔魚6個

体はほぼOikopleuylaのみを捕食していた(F%-83,

N%-62.5, VOl0-99.5).柁判別できたOihopleuraは

C-F期には0. dioica (23個体), 0. longicauda (12個

体), 0. labradoriensis (90個体)の3種であったが,

G期はすべて0. labTladoriensis (23個体)であった.

0. fusifoγmisは確認できなかった.
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Table 4. Percent frequency of occurrence (F%), percent by number (N%) and percent by volume (Ⅴ%) Of food items

in guts of flathead flounder larvae by developmental stage.

PreRexlOn

Taxon　　　　　　　　(Stage C)

F%　　N%　　Ⅴ%

Pre8exlOn FlexlOn
PostnexlOn (stage G)

(stage D)　　　　(stages E-F)　　147-150 mm SIJ　　　23 1-250 mm SI.

N%　　V%　　F%　　N%　　Ⅴ%　　F%　　N%　　Ⅴ%　　F%　　N%　　Ⅴ%

DlatOm

Tlntlnnlna

POLYCHAETA (larva)

BIVALVIA (larva)

Tnchocerca sp

Podofl leuckartl

C()pepoda (nauplluS)

Copepoda (Copepodlte)

INVERTEBRATE (egg)

AppendlCularla

O‡k(ゆIeura (total)

O dwtca

O longlCauda

O labradonensiS

Unidentlfled OlkoPleura

FntilLarta borealiS f t二ゆ‡ca

Unidentihed

Number of larvae examlrled

Number of empty dlgeStlVe tracts

Mean number of prey ln larval

dlgeStlVe traCtS*

Mean number of Oikopleura ln

larval dlgeStlVe traCtS*

10　　　　　　　　　　　　　　71　　　　　　　　　　　　　14　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　2

0　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　0

93±822　　　　　　　　11 3±11 3　　　　　　　　　9.3±732　　　　　　　　160±22.6　　　　　　　　190±141

010±031　　　　　　　　008±027　　　　　　　　　013±052　　　　　　　　　000±000　　　　　　　　160±1 14

*: mea】1±standard deviation.

Table 5. Percent frequency of occurrence (F%), percent by number (N%) and percent by volume (Ⅴ%) Of food items

in guts of storle Rounder larvae by developmental stage.

Pre月exiorl Preflex10n F)exiorl PostflexlOn

(stage C)　　　　　　　(stage D)　　　　　　(stages ErF)　　　　　　(stage G)

F%　　N%　　Ⅴ%　　F%　　N%　　Ⅴ%　　F%　　N%　　Ⅴ%　　F%　　N%　　Ⅴ%

Diatom

Tlntinnlna

BIVALVIA (larva)

TrLChocerca sp.

EL)adne nordmanni

Copepoda (nauplluS)

Copepoda (Copepodlte)

INVERTEBRATE (egg)

AppendlCularia

OikoDleura (total)

0. dioica

O. longicauda

O. labradorlenSiS

UnidentlBed Oikopleura

Fritillana borealis f. typica

Unldentl売ed

Number of larvae examir)ed

Number of empty dlgeStlVe tracts

Mean number of prey in larval

dlgeStlVe traCtS*

Mean number of OikoPleura in larval

dlgeStlVe traCtS*

56　　　　　　　　　　　　　　43 39

33

2　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　1

9.9±6 90　　　　　　　　　7.6±4.35　　　　　　　　　7.6±4.88　　　　　　　　　6.3±8.07

1.9±2 53　　　　　　　　　3.4±2 38　　　　　　　　　5.3±4.13　　　　　　　　　5.8±8.21

*: mean±standard deviation.

両種の仔魚の消化管から出現した尾虫類の包巣原基　　riensisと同定できただけであった.他の550個体は包

は,外部形態のみではっきりと種判別可能であったの　　巣原基が若干膨らみかけていたか,膨らむ前の状態にあ

は, Oikopleura全553個体のうち3個体が0. Iabrado-　　り, inlet負1terの網Ejの有無および網目の縦横比によっ
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て170個体(31%)の種判別が可能であった.なお,網目

比が1:1を示す0.fusiformisは1個体も出現しなかっ

た.

仔魚の同口器サイズ階級間の消化管内容物組成

両種仔魚の口幅は成長に伴って増加しており,共分散

分析(ANCOVA)の結果,傾きに有意差はなく(F-1.28:

P-0.26),切片に有意差がみられた(F-13.88:Pく

0.001).

アカガレイ: MW-0.067･BL-0.176(n-90,r2-0.70,

P<0.001)

イシガレイ: MW-0.062･BL-0.081(n-144,r2-0.85,

P<0.001)

両種仔魚の体長が重複する5.3-15.5 mmBLの範囲に

おいては,口幅はイシガレイの方が2-38%大型であっ

た.

採集された両種仔魚の71%を占める口幅範囲0.20-

0.59 mmにおいて,消化管内容物の個体数組成と体積

組成を比較した(Fig.6).アカガレイ仔魚は個体数割合

と体積割合において無脊椎動物卵(N%-21.5-63.8; Ⅴ%

-31.8-58.7)とかいあし頬ノ-プリウス幼生が(N%-

9.9-36.9; Ⅴ%-23.4-54.8)が高く,尾虫類OikoDleura

は低かった(N%-0.0-1.1; Ⅴ%-0.0-13.6).一方,イシ

ガレイ仔魚は最も小型の口幅0.20-0,29 mmの階級に

おいてもOikopleuγa (N%-38.7; Ⅴ%-62.9)を多く捕

食していた.同定できたOikoPleuraの内訳は,全階級

で0. dioica (N%-1.5-4.7;Ⅴ%-6.1111.4)と0. longi-

cauda (N%-0.2-6.2; V%-1.4115.6)の割合は低く,口

幅の増大に伴って0. labradoriensisの割合が増加した

(0.50-0.59mm 〃tV: N%-52.1, Ⅴ%-76.0). 0.20-

0.29mm MWのアカガレイ仔魚が捕食していたノープ

リウス幼生の体幅の中央値は135〟mであったのに対し

て,同じ口幅サイズのイシガレイ仔魚のそれは144/Jm

で6%大きく,以下0.30-0.39mm〟肝で28%,0.40-

0.49mm〟lyで94%, 0.50-0.59mm 〟tVで34%大

きかった.同様に無脊椎動物卵もイシガレイ仔魚の方が

大型を摂餌する傾向を示した(0.20-0.29 mmMW:

+99%, 0.30-0.39 mm 〟Ⅳ: +105%, 0.40-0.49 mm

MW: +15%, 0.50-0.59mm MW: +20%). 0.20-

0.59mm MWのアカガレイ仔魚はほとんどOikopleura

を摂餌していなかったため,イシガレイ仔魚が捕食して

いたOikoPleuraと同じ口幅範囲でのサイズ比較はでき

なかった.一方イシガレイ仔魚はほとんどの口幅階級に

おいてノ-プリウス幼生や無脊椎動物卵よりも大型の

Oikopleuraを摂餌していた(0.20-0.29mmMWの

中央値: 162〃m Hrw, 0.30-0.39mm MW: 208/Jm

Hrw, 0.40-0.49mm MW: 314pm Hrw, 0.50-

0.59 mm MW: 294/Jm Hrw).

考　　　察

尾虫類の包巣原基による種判別

冬季噴火湾では包巣原基昆(Hrl)が少なく　とも

≧550〟mであれば, 400倍の生物顕微鏡下で包栗原基

の網目の有無と網目の縦横比によってオタマボヤ科の

Oikopleu71a dioica, 0. longicauda, 0. labradoriensisの3

種が判別可能であった.包巣原基が伸展して包巣になる

と, 0. dioicaのinlet Blterの平均網目幅は300LLmで

あるのに対し, 0. lab71adoriensisのそれは12.7FLm, 0.

fusiformisは13.OFLmとかなり小さく,綱目の縦横比も

0. dioicaの1: 3.3に対し, 0. labradoriensisは1 :5.8,

0. fusiformisは1:1を示し,種によって明瞭に異なる

(Flood&Deibel 1998).包巣原基にたたみ込まれている

inletnlterの網目のサイズや縦横比は従来不明であった

が,本研究の結果,網目サイズは伸展した包巣よりも小

さかったが,縦横比は包巣原基でも包巣とほぼ同じ比率

であることが確認できた(0. dioica: 1 : 3.0, 0. labradori-

ensis: 1 :5.2).今回の消化管解析から網目縦横比が1 : 1

程度の包巣原基は出現せず,またNORPACネット標本

中にも0. fusiformisは非常に低密度でしか出現しな

かったため(全13個体, 0.2%;Table2),本種は両種仔

魚に捕食されている可能性は低い.ただし,く400/Jm

Hrlの包巣原基はinletfi1ter　の観察が困難な場合が多

かった.また倍率1,000倍では包巣原基の厚みによって

焦点をあわせることできなかった.

本研究ではメチレンブルー染色法(Takatsu et al.

2007)によって, -ウス原基はオクマボヤ科では赤紫

負,サイズチボヤ科では青紫色を呈し,両科を識別でき

ることが確証された.しかし,二重染色による包巣原基

の色合や原基の形態によってオクマボヤ科の種判別を試

みたが,困難であった. Flood(1991)は飼育条件下の尾

虫類について,染色は透明で観察しにくい尾虫類の包巣

を視認しやすくする有用な方法だと述べている.本研究

ではフォルマリン固定標本についてトルイジンブルー

(Mochioka　& Iwamizu 1996)やメチレンブルー

(Takatsu et al. 2007)との2重染色に加えてカーミン

(志賀1984,Flood 1991)との3重染色も試みたが,い

ずれも種による色の違いはあらわれなかった.ただしト

ルイジンブルーの単一染色においては,包巣原基のin-

letfilterの網目構造のコントラストが強調され,比較的
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観察がしやすかった.また大型の0. labradoriensisに限

れば原基の形態によって判別できる場合もあったが, 3

次元方向の長さの比では明瞭に区別することは困難で

あった(Figs.2-3).

アカガレイ仔魚とイシガレイ仔魚の尾虫類に対する依存

度の相違

アカガレイに較べてイシガレイの仔魚の方が小型個体

から尾虫類を選択的に捕食していたのは,口径の相違と

いうよりもむしろ,種本来の餌選択性の相違に起因して

いると考えられた(Fig.7). 1-2月に高密度に出現した

イシガレイは嫡化して間もない時期から尾虫類を摂餌

し,大型になるまで尾虫類を主要餌生物として利用し続

けた(Table 5).一方,アカガレイ仔魚これまでの研究

(宮本ほか1993)よりも小型のC期で尾虫類の捕食が

確認されたが,この発育初期の主要餌料はかいあし類や

無脊椎動物卵であることには変わりがない(Table4;宮

本はか1993).本種の主要餌生物が尾虫類に転換するの

は5月のG期後期以降であり,イシガレイよりも大型

でないと尾虫類へ転換しない.また両種はほぼ同様な口

Flathead flounder

postflex-on (kaJgaey)

･一･三1三.:∴:･`
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･t-三十･/_･く
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TnchocellCa SP
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F三二た･. ･
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Fig. 7. Schematic representatlOn Of prey preferences

forflatheadflounder (left) and stone flounder (right)

larvae. Thickness of arrows show volume percen-

tages of prey items (Ⅴ%) in digestive tracts of larvae,

Months ln parentheses show major occurrence

periods in Funka Bay･

幅の個体問でも食性は大きく異なっており(Fig.6),アカ

ガレイに較べてイシガレイの方が口器の大きさに対して

相対的に大型な餌を捕食する傾向が認められた.

バンドン採水によって得られた無脊椎動物卵を除く動

物プランクトンの組成(Table2)を,環境中の動物プラ

ンクトン組成とみなした場合,アカガレイのC-F期の

消化管内容物中の個体数組成(Table 4)は,環境中の組

成によく類似しており,選択的な捕食は認めにくい.一

方イシガレイ仔魚は,多く見積もっても環境中に平均

2.8%しか生息しないOikopleuraを高い割合で捕食し

ており(Table 5), Oikopleu7laに対して非常に高い選択

性を示している.

アカガレイ仔魚とイシガレイ仔魚が尾虫類を捕食する

発育段階や時期に差はあるが,大型のイシガレイ仔魚と

大型のアカガレイ仔魚はともに判別が容易な≧550FLm

Hrlの尾虫類を多く摂餌し,そのうち0. labradoriensis

を高い割合で捕食していた(Tables 4-5). 0. labradori-

ensisは大型の尾虫類であるが(志賀1997), inletfilter

の網目はむしろ小型の0. dioicaより細かいため(Flood

& Deibel 1998), 0. labradoriensisを多く捕食すること

で,異体頬2種の仔魚は間接的により小型の微小生物を

多量に利用していることになり,食物網の短絡経路

(Laure et al.1998)として栄養段階をショートカットす

る効果がより大きいといえる. 0. labradoriensisは噴火

湾では植物プランクトンのブルーム後の3月以降沿岸

親潮の流入とともに密度が高くなることが知られており

(Shiga 1985),本研究でも2月から3月にかけて密度が

高くなることが確認された(Table 3).世代時間を比較

すると,沿岸性の0. dioicaは一世代で9.5日と短いの

に対して,冷水性の0. labradoriensisは1年とかなり

長いので(Shiga 1976),後者は分布密度の変化が緩やか

であることが想定される.したがって2月から3月にか

けて0. labradoriensisが増加することは,仔魚の餌と

して安定供給できる環境を提供することを意味してお

り, 0. labradoγiensisは特にこの時期に出現するアカガ

レイ大型仔魚の生残に重要な役割を果たしていると考え

られる.

一般に親潮域では春季植物プランクトンブル-ム期に

は植食連鎖が卓越し,それ以外では微生物ループによる

食物連鎖が物質循環の上で大きな役割を占める

(Shinada et a1. 2001).冬季噴火湾水が占めている1月

にも0. dioicaや0. longicaudaが比較的高密度に生息

しており(Table 3),ブルーム前で微生物ループが駆動

している環境においてもOikopleuraは仔魚の餌として

利用されている.このことから, OikoPleuraは冬季から
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春季にかけて主要構成種の交代はあるものの,食物連鎖

構造が変化しても異体類仔魚に安定的に餌を供給する役

割を果たしているものと考えられる. Takatsu et al.

(2007)は陸奥湾のイシガレイ仔魚は,かいあし類ノープ

リウス幼生やコペボーダよりも遊泳力が弱い尾虫類

Oikopleuraを摂餌することで,空胃率を下げ,飢餓から

まぬがれているとしている.陸奥湾のイシガレイ仔魚の

空胃率(脊索屈曲中: 1.7%,屈曲後: 1.4%)と同様に噴

火湾のイシガレイ仔魚のそれも低く(脊索屈曲前:

2.0%,屈曲中二　2.6%,屈曲後: 16.7%), Oikopleuraは

捕食しやすい餌なのかもしれない.

本研究で包巣原基は,身区幹や尾部に較べて仔魚の消化

管内で消化されないのでOikopleu7laの種判別に有効で

あることが判ったが,今後は<550FLmHrlの包巣原基

についても確実に種判別できる形態形質や手法を探索す

るのか大きな課題である.また, Oikopleuraが仔魚の成

長に有利な栄養価の高い餌生物であるか検証が必要であ

る.
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